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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（渡邉泰宣君） おはようございます。 

  本日は、令和５年第１回議会定例会10月会議を招集しましたところ、議員各位をはじめ、

町長及び執行部職員の皆様にはご出席をいただきまして、誠にご苦労さまでございます。 

  本日は、６番吉野僖一議員から所用のため欠席する旨の通告がありましたので、報告しま

す。 

  ただいまの出席議員は11名です。したがって、会議は成立しました。 

  本日10月18日は休会の日ですが、議事の都合により、令和５年第１回大多喜町議会定例会

を再開いたします。 

  これより10月会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎行政報告 

○議長（渡邉泰宣君） 日程に先立ち、町長から行政報告があります。 

  町長。 

○町長（平林 昇君） それでは、ただいま議長にお許しいただきましたので、行政報告をさ

せていただきたいと思います。 

  令和５年第１回議会定例会10月会議の開会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げさせてい

ただきます。本日は、令和５年第１回議会定例会10月会議を再開させていただきましたとこ

ろ、議長をはじめ、議員の皆様方には大変お忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがと

うございます。 

  行政報告につきましては、お手元に配付させていただきました報告書のとおりでございま

すので、これによりご了承をいただきたいと存じます。 

  初めに、千葉県誕生150周年、姉妹都市提携45周年記念行事事業についてですが、関係機

関など多くの皆様のご支援、ご協力をいただきまして、本町にとって非常に有意義な交流事

業などを実施させていただいたことに、改めて御礼を申し上げさせていただきます。 

  特に、クエルナバカ市とは姉妹提携をして以来、45年間の歴史の中で、初めてクエルナバ

カ市長ご夫妻が本町にご来訪くださり、大変ありがたく心から感謝した次第であり、滞在期

間中は心を込めておもてなしをさせていただきました。今後とも、お互いの交流のさらなる
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発展や絆を深めることなど、クエルナバカ市長と意見を交換させていただいたところでござ

います。 

  また、大多喜お城まつりを５年ぶりに開催をし、役場庁舎で実施した甲冑展と併せて大変

好評で、多くのお客様のご来場もいただき、本町の歴史や文化などを通じて、本町の魅力を

内外に大きくアピール、発信できたと思っております。 

  次に、台風13号の暴風雨などによる災害については、災害救助法の適用を受け、国、県、

関係機関のご指導、ご協力もいただきながら、スピード感を持って復旧に向けた対応をさせ

ていただいておりますが、この度、本町の災害につきましては、激甚災害の指定の見込みが

されたところでございます。これにより、町道など公共土木施設や農地等の災害復旧事業等

に係る財源援助、国庫補助率のかさ上げなどの特別な財政措置が受けられる予定でございま

す。 

  今後も、被災した箇所などの復旧に向けて、引き続き、国、県、関係機関のご指導、ご協

力をいただきながら、職員と一丸となって早期の復旧に取り組んでまいりますので、議員各

位におかれましても、ご理解、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  本日の定例会、10月会議の会議事件は、このような状況を踏まえた上で、台風13号の暴風

雨などによる災害関連予算の補正予算を提出させていただいております。十分ご審議をいた

だき、可決くださいますよう心からお願い申し上げまして、行政報告とさせていただきます。 

  以上です。ありがとうございました。 

○議長（渡邉泰宣君） これで行政報告を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（渡邉泰宣君） 次に、諸般の報告でありますが、第１回議会定例会９月会議以降の議

会関係の主な事項は、お配りしました印刷物によりご了承願いたいと思います。 

  次に、監査委員から９月26日に実施しました例月出納検査の結果の報告がなされておりま

す。お手元に配付の報告書の写しによりご了承願います。 

  これで諸般の報告を終わります。 

  次に、本10月会議につきましては審議期間は本日１日とします。お配りしてあります議事

日程にしたがって議事を進めてまいりますので、よろしくお願いします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 
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○議長（渡邉泰宣君） これから日程に入ります。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、 

   ７番 山 田 久 子 君 

   ８番 渡 辺 八寿雄 君 

 を指名します。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第６２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（渡邉泰宣君） 日程第２、議案第62号 令和５年度大多喜町一般会計補正予算（第７

号）を議題とします。 

  本件について提案理由の説明を求めます。 

  財政課長。 

○財政課長（君塚恭夫君） それでは、議案第62号の説明をさせていただきます。 

  議案つづり１ページをお願いします。 

  令和５年度大多喜町一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億3,510万3,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ68億848万6,000円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  地方債の補正。 

  第２条、地方債の追加及び変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  それでは、第２表、地方債補正から説明をさせていただきますので、４ページをお開きく

ださい。 

  第２表、地方債補正。 

  １、追加。 

  これは地方債補正として起債を追加するもので、起債の目的は農林水産施設災害復旧事業

債、限度額1,080万円。これは９月８日の台風13号に伴う豪雨により被災した農業施設及び

農地の災害復旧事業へ充当するものでございます。充当率は90パーセント、交付税措置率は

95パーセントでございます。起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりでございます。 
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  次に、２、変更。 

  表内の起債の限度額を変更するもので、起債の方法、利率、償還の方法は変更ありません。 

  起債の目的。 

  公共土木施設災害復旧事業債、限度額3,270万円を、9,470万円に6,200万円増額するもの

でございます。これも同じく、台風13号に伴う豪雨により被災した町道及び河川の災害復旧

事業に充当するものでございます。充当率は100パーセント、交付税措置率は95パーセント

でございます。 

  それでは、次に事項別明細書により説明をさせていただきます。 

  ２枚めくって、８ページ、９ページをお願いします。 

  ２、歳入。 

  款13分担金及び負担金、項１負担金、目５災害復旧事業費負担金889万円の増額補正は、

被災した農地及び農業施設の災害復旧に係る所有者等の負担金でございます。 

  款15国庫支出金、項１国庫負担金、目３公共土木施設災害復旧費国庫負担金１億2,446万

3,000円の増額補正は、町道及び河川の災害復旧事業国庫負担金でございます。 

  款16県支出金、項２県補助金、目９農林水産施設災害復旧費補助金１億2,895万円の増額

補正は、農地及び農業施設の災害復旧事業補助金でございます。 

  款22町債、項１町債、目７災害復旧債7,280万円の増額補正は、町道、河川、農地、農業

施設の災害復旧事業へ充当するものでございます。 

  次のページをお願いします。 

  ３、歳出。 

  款２総務費、項１総務管理費、目５財産管理費40万7,000円の増額補正は、台風13号に伴

う豪雨により被災した大多喜町自動車学校教習コース内の排水路の復旧工事でございます。 

  款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費250万円の増額補正は、被災した家庭用飲

用井戸等の復旧工事に対する補助金でございます。 

  款10災害復旧費、項１農林水産施設災害復旧費、目１農業施設災害復旧費１億1,789万円

の増額補正は、被災した揚水機などの点検と排水路、農道、ため池、農村公園の復旧工事で

ございます。 

  目２林道施設災害復旧費123万2,000円の増額補正は、被災した林道笛倉線と石神線の測量

でございます。 

  目３農地災害復旧費3,250万円の増額補正は、今回実施する農業施設に関連する農地の災
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害復旧工事でございます。 

  項２公共土木施設災害復旧費、目１道路橋梁災害復旧費１億2,576万4,000円の増額補正は、

町道等の災害復旧の測量、設計等委託料と町道中野大多喜線の仮設信号のリース及び町道の

災害復旧工事でございます。 

  目２河川災害復旧費5,481万円の増額補正は、河川の災害復旧の地質調査と測量、設計等

委託料と災害復旧工事でございます。 

  以上で議案第62号 令和５年度大多喜町一般会計補正予算（第７号）の説明とさせていた

だきます。よろしくご審議くださるようお願いします。 

○議長（渡邉泰宣君） ご苦労さまでした。 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ８番渡辺八寿雄君。 

○８番（渡辺八寿雄君） 連日の災害対応、誠にご苦労さまでございます。１点ほどお伺いし

たいと存じます。 

  ページは８ページであります。歳入で、国庫支出金１億2,446万3,000円、また県支出金で

１億2,895万円計上されております。いずれも災害等に対する措置であろうかと思います。

あるわけでありますが、最近の新聞報道で９月の台風13号の記録的大雨で被害を受けた４市

町、こちら４市町を局地激甚災害に指定する見通しがあると記事が掲載されておりました。 

  鴨川市、勝浦市、長南町、そして大多喜町でありますけれども、先ほど町長のご挨拶にも

ございました。この局地激甚災害に指定された場合のこの補助率はどのように変わってくる

のか、通常の災害と激甚災害と比較した場合にどのような差があるのか、ここら辺を教えて

いただきたいと思います。 

○議長（渡邉泰宣君） 財政課長。 

○財政課長（君塚恭夫君） 災害に対する国、県の補助の補助率について、財政のほうからお

答えさせていただきます。 

  通常、農地災害ですと50パーセントの補助率になります。 

  これが激甚災害の指定を受けたことで、過去５年間の平均では約96パーセントというふう

になってございます。ただこれにつきましては、実際の決定が３月にならないと補助率の決

定とはならないため、また、ほかの災害との兼ね合いもあって、今現在、何パーセントにな
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るということはちょっとはっきりとはしないところではございますが、今回の補正予算では

農地災害の補助金の算出に当たり、標準の50パーセントを激甚災害の指定を受ける見込みと

いうことで今回80パーセントで積算してございます。 

  次に、農業施設。農地災害と同様ですが、基本では65パーセントの補助率。これを今回補

正予算では、90パーセントの補助率で積算してございます。 

  最後に公共土木災害。こちら、災害復旧の補助率、66.7パーセント。こちらが激甚の指定

を受けたので、おおよそ80パーセント程度になるかと思いますが、今回補正予算積算するに

当たりまして、元年のときに同じように激甚災害の指定を受けて80パーセント程になるとい

う見込みでおったのですが、結果的には１パーセントしか補助率がかさ上げがされませんで

した。よって今回の補正予算については、基準となる66.7パーセントで積算のほうをしてご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに質問はございませんか。 

  ７番山田久子君。 

○７番（山田久子君） 私も、災害復旧大変お世話になりましてありがとうございます。 

  渡辺議員さんと同じことをちょっとお聞きしたかったんですが、そうしますとこれが確定

しました場合に、個人の負担金というのが発生してくるケースがあると思いますが、その辺

のお金も変動があるというふうに考えさせていただいておいてよろしいんでしょうか。 

○議長（渡邉泰宣君） 農林課長。 

○農林課長（秋山賢次君） 農地の関係で、個人の負担金は発生してくると思いますが、その

補助率によりまして、あるいは今後の工事設計、それから請け負っていただく業者さんとの

関係等につきまして、負担金の額は変動してくると思います。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに。 

  ７番山田久子君。 

○７番（山田久子君） 分かりました。たしかこれ、町で発注するんでしたっけ、工事は。そ

うでしたよね。あちらこちらで被害が起こっておりますので、大変厳しい状況とは思います

が、できるだけ価格的な面も考慮しながら、また、できるだけ早い復旧も進めていただきま

すようにご検討いただければと思うところでございます。 

  次にですが、資料でいきますと11ページ、農業施設災害復旧工事で、農村公園が今回入っ

ているかと思います。この農村公園におきましては、毎回雨が降るたびに本当に大きな被害
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が出ているところでございますけれども、今回の復旧に当たりましては、原状復旧という考

え方なのか、今後の災害も軽減できるような復旧ということも含めての復旧を検討いただい

ているところなのかどうか、この辺はどのようにお考えなのかお伺いできればと思います。 

○農林課長（秋山賢次君） この農村公園の今回の計上させていただきました補正につきまし

ては、応急処置に係るものの補正のみを計上させていただいてあります。 

  以上です。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに。 

  ７番山田久子君。 

○７番（山田久子君） 分かりました。すみません、もう１点お願いします。 

  18番の水道未普及地域対策事業でございますけれども、先月の議会でも若干の補正が出て

いたと思います。今回、それに比べますと多く増額されたものとなっております。この辺の

状況をお伺いできればと思います。 

○議長（渡邉泰宣君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（小高一哉君） 前回、やはり補正のほうで３件ほど上げさせていただきまし

た。そちらにつきましては既にもう対応しております。 

  今回上げさせていただいたものについては、筒森の物見塚の簡易水道施設になります。こ

ちらのほうが施設の横の崖が崩れまして、施設のほうに土砂が流入して電気系統の断線、あ

と塩素室の一部損壊とフェンスの倒壊ですね、そちらのほうがありまして、そちらに対して

今回、そこは５軒、共同利用しておりますので、１軒の補助金のマックスの金額が50万円に

なります。ですから上限をとりまして、５軒掛ける50万円ということで250万円を計上させ

ていただきました。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかにございませんか。 

  ３番野村賢一君。 

○３番（野村賢一君） 先ほど歳入で、９ページ、農業災害復旧事業費の負担金ということで、

受益者負担と説明があったような感じがするんですけれども、この受益者負担というのは何

パーセントくらいなのか。それと、財政課長の話を聞くとまだ流動的な面があると受け止め

たんですけれども、激甚災害にした場合ですね。当然また補助率とか、いろんなパーセント

が変わってくると思いますけれども、そのときの対応としてどうするのか。例えば、今、町

の借金でここに上がっておりますけれども、これで対応するのか、ほかに何か対応するあれ

はあるのか聞きたいと思います。 
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○議長（渡邉泰宣君） 農林課長。 

○農林課長（秋山賢次君） それでは、受益者負担ということでご質問がありました。 

  農地災害復旧事業につきましては、補助残の70パーセントが受益者の負担となります。 

  それで、そのほかに農道、用水路につきましても補助残の70パーセントが受益者の負担と

なります。受益者負担が発生するものにつきましては、この今回のところ３つの工事になる

かと思います。 

  以上です。 

○議長（渡邉泰宣君） 財政課長。 

○財政課長（君塚恭夫君） 今後、国、県の激甚災害の指定による補助率が上がった場合の財

源の考え方なんですが、当然そうしますと補助金が増える、そうすると町の補助裏というか、

補助の残りの部分が減りますので、その部分については受益者負担もそうですし、町で負担

する災害復旧事業債、そちらも減額ということになります。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに。 

  ３番野村賢一君。 

○３番（野村賢一君） ここで、町民、受益者の負担率が変わってくるということは、取りあ

えず町民にこのくらい、受益者にこのくらい変わりますよと通知するわけでしょう。しな

い……するよね、当然ね、金もらうんだから。そうすると、今度は先ほど町長も言ったけれ

ども、激甚災害の対応にできると話になれば、ここでまた金額が変わってくるということで

よろしいでしょう。 

  受益者というのは、70パーセント負担というのはすごい負担率が高いんじゃないの。こん

なに高いんですか。町民の負担も大変でしょう、これ。これが今の条例とか何かで町の決ま

っているあれなんですか。細かくちょっと説明してください、事例で。 

  事例というか、その災害に遭った内容と70パーセントの負担しておいて、そこら辺の事業

の内容と、それとどういうふうに被害を受けたとか、そこら辺の内容をちょっと教えていた

だけますか。 

○議長（渡邉泰宣君） 財政課長。 

○財政課長（君塚恭夫君） 先に財政課のほうから、お金、事業費の財源の内訳についてちょ

っと説明をさせていただきます。 

  まず、農地、農業施設、こちら、復旧事業が100万円かかったとします。そうすると、国

の補助率が今回90パーセントで見込んであるので、100万円のうち90パーセント、90万円は
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補助金が出ますので、それの補助残というものが10万円になります。そこの70パーセント、

それが受益者負担ということで７万円となります。 

（「そういう説明があれば分かるんだよな」の声あり） 

○財政課長（君塚恭夫君） はい。現在、その激甚災害で90パーセントと見込んでございます

が、それがさらに補助率が上がって95パーセントになったとすると、95万円来るので５万円

残り、そこの70パーセントなので３万5,000円になります。逆に85パーセントとかに下がっ

た場合には、15万円補助残がなりますので、それの70パーセントだと10万5,000円というよ

うに変動してきます。その補助率が決定するのは３月くらいにならないと確定しないという

ふうになってございます。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかにございませんか。 

  ９番山口定夫君。 

○９番（山口定夫君） すみません。災害でお世話になります。 

  今回の13号の台風の影響で、大多喜町では相当数の被害があったということなんですけれ

ども、今回のこの補正予算の内容からいくと全体のどのくらいが網羅されているのか、それ

を伺えればと思います。 

○議長（渡邉泰宣君） 財政課長。 

○財政課長（君塚恭夫君） 全体に対してどのくらいというご質問なんですが、今回計上して

あるのは、農地、農業施設関係については被災した農業施設の復旧をメインに、その農業施

設に関連する農地、要はその農業施設の復旧工事をやるに当たって、農地も一緒にやったほ

うがというか、農地と切り離してやれないようなものを今回計上してございます。 

  土木関係につきましては、９月のときの追加の補正予算で土砂の撤去などは急遽上げさせ

ていただきました。今回の補正予算につきましては、まずこれから、これからというか現在

補助事業を実施するに当たっての査定を受けてございます。それが簡易的な前査定というも

のになってございます。 

  この後、本査定ということで実施される予定なんですが、そこの査定を受けるに当たって、

補助事業の申請をするに当たって必要な測量と設計、そちらが主なものとなっていて、あと

工事費として町道の災害の復旧工事費、河川の災害復旧工事、こちらは取り急ぎ実施が必要

なもの、もしくは災害が終わって本復旧の工事が始まる前までに必要なものについての予算

を計上してございます。 

  ですので、土木関係については、今後その査定を受けた後に改めて本工事、本体の復旧工
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事に係る工事費のほうの計上がされるようになります。 

  以上です。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに。 

  ９番山口定夫君。 

○９番（山口定夫君） すみません。というと、今回上がったものについては補助対象という

ことですよね。それ以外のものは新たなもの、補助対象になるものは今後はないということ

でいいんですか。 

○議長（渡邉泰宣君） 財政課長。 

○財政課長（君塚恭夫君） 今後上げる工事についても、先ほどのお話ししたような補助率が

要は３月に決定になるんですが、同じように要は国、県の災害復旧補助事業の対象になるも

のが多いです。補助事業だけではなくて、補助事業から漏れてしまったもの、もしくは補助

事業の中で補助の対象外になったものについては町が単独で実施する必要があるものも出て

きます。 

  以上です。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに質問ございませんか。 

  10番森久君。 

○１０番（森  久君） ありがとうございます。復旧工事大変だろうと思いますけれども、

この復旧工事全体としてどれくらいかかるのか。山口議員の質問と重なりますけれども、重

複しますけれども、全体としてどれくらいかかるのか。今回３億くらいの追加の支出がある

わけですけれども、例えば全体として30億くらいかかる見込みであると、そういう数字があ

るのであれば教えていただきたいと思います。 

  同時に、今年度中に全て復旧するとは思われません。それも、この程度のことは今年、そ

れからさらにあと１年かけてこの程度のところというような見通しがあれば教えていただけ

ればと思います。 

  以上です。 

○議長（渡邉泰宣君） 建設課長。 

○建設課長（市原芳則君） ただいまのご質問でございます。 

  道路災害につきましては、今回、国のほうの特別な対応といたしまして、前査定というも

のと後査定という２段階の査定方式でやらせていただいています。 

  今回、一応災害の補助を受けてやるものとして上げさせていただいているのも、まずは前
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査定で全部現場のほうを見ていただきまして、この後11月に後査定の１回目があります。そ

の中では、３分の１程度先に見ていただきまして、その分については12月の議会のほうに、

できれば設計が出来上がれば計上させていただきたいなと思っております。その場合は、12

月過ぎまして１月以降工事のほうを発注したいと思っています。ただしその内容につきまし

ては、発注のときの状況もございますし、工事の内容にもよりますので、工期がいつになる

かというのは、はっきり今のところは見えていない状況でございます。 

  箇所数も多いので、後査定の、12月の終わりにもあるんですけれども、その分につきまし

ては年が明けてから予算のほうを計上させていただければというふうに思っています。それ

につきましては発注はそれ以降になりますし、災害の部分につきましては合計３か年を目安

に補助金事業のほうをできることになっておりますので、そういった長期的な部分も含めて

やっていきたいというふうに思っております。 

  また、今回補助対象になっていない部分につきましても数多くありますので、その部分に

関しましてもこれから現地のほうも確認しながら、場合によっては単独事業といたしまして

災害復旧のほうに入っていきますので、それも数はまだあると思いますので、ちょっと時間

のほうはまだかかっていくかなというふうに思っています。なので、全体の事業費としまし

てはちょっと把握はできていないんですが、おおよそ10億以上はかかってくるんではないか

なというふうに思っています。 

○議長（渡邉泰宣君） ほかに質問ございませんか。 

  ５番根本年生君。 

○５番（根本年生君） 本当に町長はじめ、町職員の方々のご尽力によって激甚に指定された

ということは大変うれしく思います。大変だったと思います。ありがとうございます。 

  ちょっとお聞きしたいのは、今回の災害に当たって千葉県の協力が絶大だったというふう

に感じております。例年になく、役場の職員と千葉県の職員の方が本当に一生懸命、本当に

夜遅くまでいろんな面でお手伝いいただいているということで本当に大変うれしく思います。 

  県の方は、災害が始まってからずっと来ているわけですけれども、これについては町の負

担は一切ないと考えてよろしいのかということと、県の方、一日でも長く本当にずっといて

もらいたいと思っています。県の職員の方はいつ頃まで、災害、今回の件について協力して

いただけるものなのか。本当に一生懸命、県の方々、当初はすぐ帰るような話もしてました

けれども、ずっと１か月以上いらっしゃいます。この辺の内容について分かりましたら教え

ていただきたいと思います。 
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○議長（渡邉泰宣君） ちょっと議案から外れているような感じですが、大丈夫ですか。 

  ちょっと外れているような感じだね、これは。 

○５番（根本年生君） すみません。県の方が本当に一生懸命やっていただいているので、議

会の、こういった政治の場で本当に一生懸命やってくれているんだよという答弁をいただけ

ると県の職員の方も本当にちょっとうれしくなるんじゃないかなという思いで言わせてもら

いました。議題とは外れますので、これは関係ないということであれば結構です。 

○議長（渡邉泰宣君） そのほか質問ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（渡邉泰宣君） 質問なしと認めます。 

  異議なしと認めます。 

  これから議案第62号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（渡邉泰宣君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第62号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎休会について 

○議長（渡邉泰宣君） 以上で本日の日程は全て終了しました。 

  お諮りします。 

  本定例会は、議事の都合により、明日19日から12月31日まで休会としたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邉泰宣君） 異議なしと認めます。 

  よって、明日19日から12月31日まで休会とすることに決定しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（渡邉泰宣君） 本日はこれをもって散会とします。 

  ご苦労さまでした。 

（午前１０時３７分） 
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